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<3>就労支援知識・スキルの習得状況 

 就労支援員として活動する上で、就労支援に関する知識・スキルは自分にどのくらい備わって

いるかについて質問したところ、結果は下表のとおりとなった。施設内での作業指導や障害特性

に関する知識については知識・スキルがあると回答している一方で、それ以外の項目については

半数以上が少し不足か不足していると回答した。 

 
【図表 2-27 就労支援知識・スキルの習得状況】 

22.4

24.2

13.7

14.8

11.3

9.8

11.1

8.3

10.4

10.7

9.3

6.1

8.4

7.0

7.9

7.5

7.4

6.5

49.7

44.9

39.1

35.5

38.4

37.1

35.7

34.1

30.3

26.6

27.8

30.2

27.8

28.3

24.4

24.2

24.1

19.5

18.1

21.4

31.4

27.9

31.7

30.8

31.8

35.7

31.0

34.8

35.5

33.5

27.8

34.2

29.1

31.0

33.3

31.8

9.8

9.4

15.8

21.9

18.6

22.3

21.4

22.0

28.3

27.9

27.5

30.2

36.0

30.5

38.6

37.3

35.2

42.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設内での作業指導に関する知識・スキル(n=686)

障害特性に関する知識(n=690)

障害特性に応じた職業的課題に関する知識(n=688)

面接訓練や履歴書の作成支援に関する

知識・スキル(n=691)

障害者福祉に関する知識（法律・制度を含む）(n=690)

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル(n=685)

就労支援計画の策定に関するスキル(n=683)

職業相談に関するスキル(n=687)

他の関係機関との連携・調整を行う知識・スキル(n=683)

企業に関する基礎知識(n=689)

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や

マッチング支援を行う知識・スキル(n=691)

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する

法律・制度に関する知識(n=686)

就職後のフォローアップとして職場を訪問し、

障害者の職場定着支援を行うスキル(n=687)

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知識(n=682)

（就職後の）障害者の状況に応じて事業主への

助言を行う知識・スキル(n=681)

職場実習先の開拓に関する知識・スキル(n=691)

職場の雇用管理に関する基礎知識(n=688)

障害者求人の開拓や職域開発に関する

知識・スキル(n=692)

ある 少しある 少し不足 不足
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＜就労支援経験別の就労支援知識・スキルの習得状況＞ 

 就労支援員から、就労支援の経験により「1 年未満(n=249）」、「１～3 年（n=228）」、「5 年以上

（n=98）」の３グループを抽出し、分析を行った。 

就労支援知識・スキルが自分に備わっているかについて「ある」又は「少しある」と回答した

者の割合を集計した結果は下表のとおりとなった。経験が浅い者は施設内作業指導と障害特性に

関する知識・スキルが不足している一方で、経験が高くなるにつれ、全般的に就労支援の知識・

スキルの修得度は上がるが、求人開拓や定着支援に関しては、経験が長い者でも半数以上が不足

していると回答していた。 

  
【図表 2-28 就労支援経験別の就労支援知識・スキルの習得状況】 

66.4

60.9

31.5

41.4

24.5

38.2

26.7

37.1

41.3

30.7

34.7

21.8

25.9

21.7

20.3

24.7

16.0

19.8

70.1

69.0

37.0

48.2

32.6

51.5

34.2

47.1

50.4

41.6

46.4

31.3

45.2

37.2

31.5

37.6

24.8

37.8

69.3

71.6

54.4

59.0

49.8

67.6

55.0

65.4

71.1

65.6

63.2

46.5

56.0

58.3

45.6

57.2

45.1

44.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

施設内での作業指導に関する知識・スキル

障害特性に関する知識

企業に関する基礎知識

面接訓練や履歴書の作成支援に関する知識・
スキル

職場の雇用管理に関する基礎知識

障害者福祉に関する知識（法律・制度を含む）

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する
法律・制度に関する知識

就労支援計画の策定に関するスキル

障害特性に応じた職業的課題に関する知識

職業相談に関するスキル

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル

職場実習先の開拓に関する知識・スキル

他の関係機関との連携・調整を行う知識・スキル

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知識

就職後の障害者の状況に応じて事業主への
助言を行う知識・スキル

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や
マッチング支援を行う知識・スキル

障害者求人の開拓や職域開発に関する知識・
スキル

就職後のフォローアップとして職場を訪問し、
障害者の職場定着支援を行うスキル

就労支援1年未満 就労支援１～３年 就労支援5年以上
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<4>就労支援知識・スキルの習得方法 

 就労支援員として活動する上で、就労支援に関する知識・スキルをどのように身につけたか最

も効果的な手段について質問したところ、全般的に「仕事を通じて」と回答した者の割合が多か

ったが、障害者福祉、障害者雇用制度、労働関係法規等については「研修や講習会に参加」して

習得したと回答した者が他の項目に比べて多かった。 

 
【図表 2-29 就労支援知識・スキルの習得方法】 

38.6

36.9

28.3

27.0

25.9

25.7

24.1

22.8

18.8

18.2

17.2

17.2

17.1

15.8

14.9

13.9

13.5

10.5

48.7

48.0

53.1

64.9

68.7

66.9

62.9

72.1

72.2

70.8

71.5

71.7

66.7

73.2

64.9

78.0

74.4

83.9

12.7

15.1

18.6

8.0

5.4

7.3

13.0

5.1

8.9

11.0

11.3

11.1

16.2

11.1

20.2

8.1

12.1

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

障害者福祉に関する知識（法律・制度を含む）(n=671)

障害者雇用促進法・雇用制度に関する知識(n=635)

労働基準法、最低賃金法等雇用に関する

法律・制度に関する知識(n=639)

就労支援計画の策定に関するスキル(n=647)

障害特性に応じた職業的課題に関する知識(n=667)

一般就労に向けたアセスメントに関するスキル(n=641)

職場の雇用管理に関する基礎知識(n=631)

障害特性に関する知識(n=689)

障害者の希望や特性に応じた仕事の選択や

マッチング支援を行う知識・スキル(n=627)

職業相談に関するスキル(n=638)

就職後の障害者の状況に応じて事業主への

助言を行う知識・スキル(n=621)

就職後のフォローアップとして職場を訪問し、

障害者の職場定着支援を行うスキル(n=623)

企業に関する基礎知識(n=637)

障害者求人の開拓や職域開発に関する知識・スキル(n=615)

面接訓練や履歴書の作成支援に関する知識・スキル(n=638)

他の関係機関との連携・調整を行う知識・スキル(n=631)

職場実習先の開拓に関する知識・スキル(n=622)

施設内での作業指導に関する知識・スキル(n=669)

研修や講習に参加 仕事を通じて 独学・自己啓発
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<5>就労支援業務を行う上で困っていること 

 一般就労に向けた支援にあたり、困っていることについて質問したところ、「実践的なノウハウ

が蓄積されていない」、「習得する機会がない」といった就労支援スキルの問題と、企業に関する

項目で困っていると回答した者の割合が高かった。 

 また、特に困っていることについて上位 3つまで選択してもらったところ、順に、「就労支援の

実践的なノウハウが蓄積されていない」、「職場実習先や求人企業がない」、「就労支援に必要な知

識が足りない」を選んだ者が多かった。 
【図表 2-30 困っていること】 

※困っていることは、はい／いいえの二択(ｎは項目右）、特に困っていることは、３つまで複数回答(n=686） 

76.1

75.9

72.6

69.4

69.1

69.0

65.4

64.2

48.0

44.8

37.4

35.3

35.0

31.7

30.0

20.4

16.5

8.3

8.0

31.2

21.9

20.3

13.6

26.6

31.0

17.2

14.4

21.7

10.6

14.3

8.7

8.2

9.3

4.2

4.4

3.2

1.6

2.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

就労支援の実践的なノウハウが蓄積されていない(n=687)

企業や職場の情報が少ない(n=684)

就労支援に必要な実践的なノウハウを習得する機会が

不足している(n=679)

企業に障害者の支援ノウハウを理解させるのが難しい(n=679)

就労支援に必要な知識が足りない(n=687)

職場実習先や求人企業がない(n=681)

障害者雇用に関して企業の理解がない(n=680)

就労支援に必要な知識を習得できる研修の機会が

不足している(n=684)

就労支援以外の業務が多く、就労支援を行う時間が

ほとんどない(n=685)

業務が忙しく、外部の研修等に参加できない(n=685)

支援している障害者（保護者）が一般就労に関して

熱心でない(n=685)

障害者の特性や状態像の把握したり、信頼関係を築くのが難しい(n=683)

地域に就労支援サービスの利用対象となる

障害者が少ない(n=685)

どこから就労支援をはじめていいのかわからない(n=684)

地域の就労支援機関との連携がうまくできない(n=679)

地域の関係機関が就労支援に熱心でない(n=675)

就労支援に関して悩みがあるときに相談する先がない(n=683)

所属している法人が就労支援に関して

理解がない(n=683)

職場の上司や同僚が就労支援に関して理解がない(n=684)

困っていること

特に困っていること

 
 

<6>困った時の相談先 

 一般就労に向けた支援にあたり、困ったときの相談先について質問をしたところ、同じ事業所

の上司・同僚が最も高く、続いて労働局・ハローワークの担当者、他の機関で障害者の就労支援

を担っている人の順であった。 
【図表 2-31 相談先(複数回答)】(n=693） 

 

85.7

51.8

41.4

21.8

15.6

7.6

6.8

5.3

4.3

7.9

3.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

同じ事業所の上司・同僚

労働局・ハローワークの担当者

他の機関で障害者の就労支援を担っている人（上記以外）

障害者職業センターの障害者職業カウンセラー

社会福祉法人等の職場適応援助者（第1号JCジョブコーチ）

地方自治体の職員

特別支援学校の先生

障害者職業センターの職場適応援助者（配置型ジョブコーチ）

企業の担当者や職場適応援助者（第2号JCジョブコーチ）

その他

相談先はない
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(３）研修 

<1>就労支援に係る研修の受講状況 

  就労支援に係る研修の受講状況について質問したところ、法人内の研修の受講経験は３～５

割あったが、それ以外の研修の受講経験は低かった。 

 
【図表 2-32 研修の受講状況】 

45.1

31.1

14.5

11.1

8.0

7.8

7.7

6.1

5.4

4.2

4.9

4.4

1.8

1.8

1.0

1.6

2.4

2.1

0.8

0.6

33.4

45.0

65.2

58.8

58.5

59.1

64.1

62.2

56.4

55.5

16.6

19.4

18.6

28.3

32.4

31.5

25.7

29.7

37.4

39.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

法人内で行う研修・勉強会（就労支援以外）(n=676)

法人内で行う研修・勉強会（就労支援関係）(n=675)

自治体が行う就労支援研修(n=663)

民間機関・ＮＰＯ等の就労支援研修

（上記ジョブコーチ養成研修以外）(n=668)

職業リハビリテーション実践セミナー

（高障機構・総合センター）(n=673)

民間機関・ＮＰＯ等の行う厚生労働大臣指定の

職場適応援助者（ジョブコーチ）養成研修(n=670)

就業支援基礎講座

（高障機構・障害者職業センター）(n=672)

高障機構が行う職場適応援助者（ジョブコーチ）

養成研修(n=674)

職業リハビリテーション推進フォーラム

（高障機構・障害者職業センター）(n=663)

職業リハビリテーション研究発表会

（高障機構・総合センター）(n=668)

受講した

受講予定

機会があれば
受講したい

受講予定なし

 
 

 

<2>就労支援に係る研修の受講希望 

  就労支援を行うに当たって、受講したい研修プログラム等について質問をしたところ、就労

支援に関する専門的な知識や支援スキル・技術を習得する研修への希望が高かった。 

 
【図表 2-33 研修の受講希望】 

64.9

64.7

58.6

57.0

51.0

49.3

48.2

48.1

45.3

42.0

37.1

28.2

28.5

31.7

31.7

39.7

41.2

36.7

41.9

36.4

44.6

46.8

3.7

3.6

6.9

8.5

4.5

4.3

8.4

3.2

11.3

4.6

6.7

3.2

3.2

2.7

2.9

4.8

5.1

6.7

6.8

9.4

7.0

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就労支援に関する専門的な知識を習得する

研修(n=696)

就労支援に関する専門的な支援スキル・技術を

身につける研修(n=691)

就労支援に関する基礎的な支援スキル・技術を

身につける研修(n=694)

就労支援に関する基礎的な知識を習得する

研修(n=695)

外部の専門家から就労支援に関する助言や

アドバイス(n=690)

就労支援に関するケーススタディが中心の研修(n=691)

ジョブコーチに関する専門的な知識やスキルを

習得する研修(n=689)

他の機関の就労支援担当者等との交流会

(n=690)

ジョブコーチに関する基本的な知識やスキルを

習得する研修(n=689)

地域の関係機関の関係者（就労支援を担う者

以外も含む。）との交流会(n=690)

就労支援に関する座学（講習）が中心の研修(n=690)

ぜひ受けたい

どちらかとい
えば受けたい

受けたくない
（必要がない
から）

受けたくない
（業務多忙の
ため）

 
  
 


